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◆
日
本
銀
行
の
シ
ス
テ
ム
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◆◆9
日
銀
の
シ
ス
テ
ム
開
発
・
運
行
を
担
う 

府
中
分
館
の
「
電
算
セ
ン
タ
ー
」

　

新
宿
新
都
心
か
ら
電
車
で
約
三
〇
分
。
武
蔵
野
台

地
の
緑
あ
ふ
れ
る
エ
リ
ア
に
、
近
代
的
な
外
観
の
建

物
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
一
九
九
三
年
設
立
、
今
年

二
〇
周
年
を
迎
え
た「
日
本
銀
行
府
中
分
館
」で
す
。

　

出
入
口
ご
と
に
警
備
員
が
配
置
さ
れ
る
な
ど
、
同

館
は
厳
重
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
態
勢
。
そ
の
理
由
は
、

日
銀
の
シ
ス
テ
ム
の
中
枢
で
あ
る「
電
算
セ
ン
タ
ー
」

が
置
か
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
シ
ス
テ
ム
情
報
局
シ

ス
テ
ム
企
画
課
企
画
役
の
岡
田
拓
也
さ
ん
は
「
電
算

セ
ン
タ
ー
の
日
銀
職
員
は
約
四
〇
〇
人
、
こ
の
ほ
か

に
外
部
委
託
の
民
間
企
業
の
技
術
者
が
多
数
常
駐
し

ス
テ
ム
な
ど
、
日
銀
の
電
算
セ
ン
タ
ー
で
開
発
・
高

度
化
に
取
り
組
む
シ
ス
テ
ム
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ

の
な
か
で
も
、
岡
田
さ
ん
は
「
日
本
銀
行
金
融
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
日
銀
ネ
ッ
ト
）
は
、
我
々
が

開
発
・
運
営
す
る
最
も
大
事
な
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
」

と
言
い
ま
す
。

　
「
な
ぜ
な
ら
、『
日
銀
ネ
ッ
ト
』
は
我
が
国
に
お
け

る
基
幹
的
な
決
済
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
金
融
経
済
取

引
の
発
展
を
支
え
て
い
る
か
ら
で
す
」

て
い
ま
す
」
と
、
説
明
し
ま
す
。

　
「
日
銀
の
各
部
署
に
お
け
る
情
報
・
経
理
処
理
な

ど
、
日
銀
が
機
械
化
（
シ
ス
テ
ム
化
）
に
取
り
組
ん

だ
歴
史
は
古
く
、
府
中
分
館
の
建
設
前
か
ら
、
電
算

情
報
局
（
シ
ス
テ
ム
情
報
局
の
前
身
）
を
中
心
に
企

画
・
開
発
・
運
行
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
府
中

分
館
に
電
算
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
以
降
、
日
銀
で

は
シ
ス
テ
ム
化
に
一
層
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
進
展

す
る
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
を
活
用
し
つ
つ
、
各
種
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
て
、
政
策・業
務
運
営
の
効
率
化・

高
度
化
を
積
極
的
に
図
っ
て
い
ま
す
」

　

国
内
外
の
金
融
経
済
や
金
融
機
関
経
営
な
ど
に
関

す
る
情
報
を
迅
速
に
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
、
さ
ら
に

は
日
銀
内
の
組
織
運
営
の
効
率
化
を
目
的
と
し
た
シ

　

日
本
銀
行
は
、
資
金
・
国
債
の
決
済
が
安
全
で
効
率
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
「
日
銀
ネ
ッ
ト
」
と
い
う

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
て
他
の
銀
行
に
お
金
を
振
り
込
む
と
、
銀
行
間
の
決
済
は
最
終
的

に
日
銀
ネ
ッ
ト
で
処
理
さ
れ
ま
す
。
一
九
八
八
年
の
稼
動
開
始
以
来
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
日
本
の
決
済
を

支
え
、
一
度
も
全
面
停
止
す
る
こ
と
な
く
安
定
的
に
稼
動
し
て
い
ま
す
。

　

日
銀
で
は
現
在
、
日
銀
ネ
ッ
ト
か
ら
「
新
日
銀
ネ
ッ
ト
」
へ
、
シ
ス
テ
ム
を
一
新
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
て
い
ま
す
。
安
定
稼
動
を
つ
づ
け
て
い
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
直
す
の
は
、
な
ぜ
な
の
か
。
新
日

銀
ネ
ッ
ト
は
日
銀
ネ
ッ
ト
と
何
が
変
わ
る
の
か
。
東
京
都
府
中
市
の
日
銀
電
算
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
、
シ
ス

テ
ム
情
報
局
の
方
々
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

上／システム運行風景
下／府中分館外観

新
し
い
日
本
の
決
済
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
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一
日
二
〇
〇
兆
円
の
資
金
・
国
債
決
済
を

処
理
す
る
「
日
銀
ネ
ッ
ト
」

　

日
銀
ネ
ッ
ト
で
は
、
日
銀
の
電
算
セ
ン
タ
ー
と

本
支
店
、
日
銀
ネ
ッ
ト
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
約

五
二
〇
の
金
融
機
関
が
通
信
回
線
に
よ
り
接
続
さ
れ

て
お
り
、
接
続
先
で
入
力
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
電
算

セ
ン
タ
ー
で
処
理
さ
れ
ま
す
。
金
融
機
関
の
間
で
は
、

日
々
、
資
金
や
国
債
の
決
済
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

日
銀
ネ
ッ
ト
は
そ
の
決
済
を
円
滑
に
処
理
し
て
い
る
の

で
す
。
日
銀
の
「
銀
行
の
銀
行
」
と
い
う
重
要
な
役
割

を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
と
言
え
ま
す
。

　

具
体
的
に
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、
あ
る

メ
ー
カ
ー
が
商
社
に
仕
入
れ
代
金
一
億
円
を
振
り
込

む
場
合
で
す
。
Ａ
銀
行
に
あ
る
自
分
の
預
金
口
座
か

ら
Ｂ
銀
行
に
あ
る
商
社
の
口
座
に
お
金
を
振
り
込
む

と
、
Ａ
銀
行
の
メ
ー
カ
ー
の
預
金
口
座
か
ら
一
億
円

済
シ
ス
テ
ム
が
止
ま
っ
た
ら
大
変
で
す
。
当
て
に
し

て
い
た
資
金
が
入
ら
な
い
事
態
で
金
融
経
済
取
引
が

混
乱
し
た
り
、
世
の
中
の
金
融
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る

信
頼
感
が
大
き
く
損
な
わ
れ
た
り
す
る
で
し
ょ
う
。

　

岡
田
さ
ん
は
「
東
日
本
大
震
災
の
直
後
も
日
銀

ネ
ッ
ト
は
正
常
に
機
能
し
つ
づ
け
、
そ
の
旨
を
直
ち

に
対
外
公
表
し
ま
し
た
。
運
行
状
況
を
監
視
し
、
障

害
が
発
生
し
て
も
早
期
対
応
で
き
る
体
制
も
敷
い
て

い
ま
す
。
日
銀
ネ
ッ
ト
は
、
一
九
八
八
年
の
導
入
以

来
、
今
日
ま
で
一
度
も
全
面
停
止
す
る
こ
と
な
く
安

定
的
に
稼
動
し
て
い
ま
す
」
と
強
調
し
ま
す
。

従
来
の
「
安
定
稼
動
」
を
引
き
継
ぎ
つ
つ

将
来
の
変
化
へ
の「
柔
軟
性
」を
持
た
せ
る

　

日
銀
ネ
ッ
ト
が
稼
動
し
は
じ
め
た
八
〇
年
代
末

は
、「
Ｉ
Ｔ
」
な
ど
と
い
う
言
葉
す
ら
耳
慣
れ
な
い

時
代
で
し
た
。
当
時
か
ら
二
五
年
が
経
過
す
る
間
に

金
融
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
技
術
の
革
新
が
進
み
、

こ
の
先
も
環
境
変
化
は
続
く
は
ず
で
す
。
そ
こ
で
日

銀
で
は
、日
銀
ネ
ッ
ト
の
シ
ス
テ
ム
を
一
新
す
る
「
新

日
銀
ネ
ッ
ト
」
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
情
報
局
新
日
銀
ネ
ッ
ト
構
築
運

行
課
長
の
武
田
直
己
さ
ん
は
、
こ
う
話
し
ま
す
。

　
「
二
五
年
が
経
過
す
る
間
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
追

加
し
た
り
修
正
し
た
り
し
な
が
ら
、
日
銀
ネ
ッ
ト
は

継
続
的
に
改
善
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の

結
果
、
シ
ス
テ
ム
が
複
雑
化
し
、
環
境
の
変
化
に
柔

軟
に
対
応
し
た
り
、
最
新
の
技
術
進
歩
を
円
滑
に
採

り
入
れ
た
り
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま

が
引
き
落
と
さ
れ
、
民
間
金
融
機
関
が
運
営
す
る
全

国
銀
行
デ
ー
タ
通
信
シ
ス
テ
ム
（
全
銀
シ
ス
テ
ム
）

に
デ
ー
タ
が
送
ら
れ
ま
す
。
す
る
と
、
全
銀
シ
ス
テ

ム
は
Ｂ
銀
行
に
対
し
て
、
商
社
の
口
座
に
一
億
円
入

金
す
る
よ
う
に
通
知
し
ま
す
。
で
は
、
Ａ
銀
行
か
ら

Ｂ
銀
行
へ
の
お
金
を
ど
う
や
っ
て
移
動
さ
せ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
答
え
は
日
銀
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
処

理
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
銀
シ
ス
テ
ム
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
日
銀
ネ
ッ
ト
に
決
済
デ
ー
タ
が
送
信
さ
れ
、
日

銀
ネ
ッ
ト
で
は
、
Ａ
銀
行
と
Ｂ
銀
行
の
日
銀
当
座
預

金
口
座
の
間
で
資
金
が
振
り
替
え
ら
れ
、
決
済
が
完

了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
債
の
決
済
も
日
銀
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
実
行
さ
れ

ま
す
。
金
融
機
関
間
で
取
引
さ
れ
る
日
本
国
債
は
完

全
に
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
券
面
（
国

債
証
券
）
の
発
行
が
な
く
な
り
、購
入・売
却
と
い
っ

た
国
債
の
取
引
は
口
座
へ
の
記
録
に
よ
っ
て
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
銀
は
、
そ
の
「
振
替
機
関
」
と
し

て
国
債
決
済
を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
債
を
購
入
し
た

場
合
は
、
購
入
者
が
金
融
機
関
に
開
設
し
た
口
座
で

国
債
の
残
高
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
、
逆
に
売
却
し

た
場
合
は
、
売
却
者
の
口
座
で
国
債
の
残
高
が
減
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
際
の
振
替
口
座
簿
上
の

口
座
振
替
な
ど
を
日
銀
ネ
ッ
ト
で
オ
ン
ラ
イ
ン
処
理

し
て
い
る
の
で
す
。

　

日
銀
ネ
ッ
ト
で
一
日
に
決
済
し
て
い
る
金
額

は
、
資
金
決
済
で
約
一
一
〇
兆
円
、
国
債
決
済
で
約

八
三
兆
円
に
も
上
り
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
政
府
の
年

間
予
算
（
一
般
会
計
）
の
二
倍
以
上
で
す
。
こ
の
決

金融機関 A の
当座預金口座

−引落し

金融機関 B の
当座預金口座
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す
。
そ
こ
で
、
現
在
の
シ
ス
テ
ム
基
盤
や
機
能
を
抜

本
的
に
見
直
し
た
『
新
日
銀
ネ
ッ
ト
』
を
構
築
し
、

将
来
の
シ
ス
テ
ム
の
発
展
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
た
の
で
す
」

　

新
日
銀
ネ
ッ
ト
は
二
〇
一
〇
年
度
か
ら
開
発
が
進

ん
で
お
り
、
第
一
段
階
と
し
て
一
四
年
一
月
に
、
そ

の
後
第
二
段
階
と
し
て
一
五
年
秋
か
ら
一
六
年
初
め

ま
で
の
間
に
稼
動
開
始
す
る
予
定
で
す
。
日
銀
ネ
ッ

ト
に
代
わ
る
、
四
半
世
紀
ぶ
り
の
再
開
発
は
、
日
銀

が
取
り
組
む
過
去
最
大
規
模
の
シ
ス
テ
ム
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
安
定

稼
動
し
て
き
た
日
銀

ネ
ッ
ト
を
つ
く
り
直

し
て
大
丈
夫
か
、
と

心
配
す
る
声
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
安
定
稼
動
だ

け
を
重
視
し
、
現
行

の
シ
ス
テ
ム
を
使
い

続
け
て
い
く
の
に

は
、
自お

の

ず
と
物
理
的

な
限
界
が
あ
り
ま
す

し
、
将
来
的
な
金
融

経
済
取
引
・
決
済
の

新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
こ
と
は
難
し

く
な
り
ま
す
。
新
日

銀
ネ
ッ
ト
に
求
め
ら

ス
テ
ム
基
盤
が
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
の
狙
い

は
、
新
日
銀
ネ
ッ
ト
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
利
便
性
の

向
上
を
図
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
環
境
の
変
化
な

ど
へ
の
対
応
力
を
強
化
す
る
た
め
で
す
。

　

新
日
銀
ネ
ッ
ト
の
構
築
に
当
た
っ
て
は
、
日
銀

ネ
ッ
ト
か
ら
の
機
能
の
改
善
や
統
廃
合
も
行
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
前
述
し
た
国
債
の
決
済
に
つ
い
て

は
、
現
状
、
元
金
や
利
子
を
支
払
う
日
の
直
前
は
決

済
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
新
日
銀
ネ
ッ
ト
で
は
改

善
し
、
決
済
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
な

れ
ば
日
本
国
債
の
取
引
が
よ
り
便
利
か
つ
安
全
に
行

え
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

新
日
銀
ネ
ッ
ト
の
開
発
は
、
金
融
機
関
や
決
済
シ

ス
テ
ム
の
運
営
機
関
の
意
見
も
参
考
に
し
つ
つ
、
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
日
銀
ネ
ッ
ト
で
柔
軟
性
や
ア

ク
セ
ス
利
便
性
が
高
ま
れ
ば
、
金
融
機
関
も
決
済
プ

ロ
セ
ス
を
効
率
化
で
き
る
な
ど
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
で
は
、
私
た
ち
一
般
の
個
人
に
と
っ

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

武
田
さ
ん
は
、
こ
う
答
え
ま
す
。

　
「
新
日
銀
ネ
ッ
ト
を
つ
う
じ
て
決
済
リ
ス
ク
の
削

減
や
新
た
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
可
能
性
が
広

が
り
ま
す
。
日
本
円
や
日
本
国
債
の
魅
力
が
増
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
取
引
に
使
わ
れ
る
環
境
が
広
が

り
ま
す
。
金
融
環
境
の
改
善
は
、
経
済
全
体
に
と
っ

て
も
プ
ラ
ス
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
金
融
機
関
、
投
資
家
、
国
債
発
行
者
と
い
っ
た

市
場
参
加
者
だ
け
で
な
く
、
国
民
全
体
の
利
益
に
も

な
る
の
で
す
」

れ
る
の
は
、
日
銀
ネ
ッ
ト
の
安
定
稼
動
を
崩
さ
な
い

こ
と
、
そ
し
て
変
化
に
対
応
で
き
る
柔
軟
性
を
有
す

る
こ
と
で
す
。こ
の
二
点
を
両
立
さ
せ
る
べ
く
、我
々

は
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
と

言
え
る
開
発
で
す
が
、
日
本
の
基
幹
的
な
決
済
シ
ス

テ
ム
を
再
構
築
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
失
敗

は
で
き
ま
せ
ん
」（
武
田
さ
ん
）

　

新
日
銀
ネ
ッ
ト
に
は
、
最
新
の
情
報
処
理
技
術
を

採
用
す
る
方
針
で
す
。
新
た
な
シ
ス
テ
ム
基
盤
へ
の

移
行
に
当
た
り
、
た
と
え
ば
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
動
作
指
示
す
る
人
工
言
語
）
に

は
、「Java

（
ジ
ャ
バ
）」
と
い
う
言
語
を
採
用
し

ま
す
。
日
銀
ネ
ッ
ト
に
は
八
〇
年
代
に
主
流
だ
っ
た

言
語
が
使
わ
れ
て
お
り
、そ
れ
を
刷
新
す
る
の
で
す
。

　

最
新
技
術
の
採
用
に
加
え
て
、
新
日
銀
ネ
ッ
ト
は

「
変
化
に
強
い
」
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
、
設
計
段
階

か
ら
工
夫
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
や
や
専
門
的
に

な
り
ま
す
が
、
た
と
え
ば
、
新
し
い
取
引
を
始
め
た

り
、
今
ま
で
の
業
務
を
変
更
し
た
り
す
る
場
合
、
日

銀
ネ
ッ
ト
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
追
加
や
修
正
が
必

要
で
し
た
が
、
新
日
銀
ネ
ッ
ト
で
は
、
シ
ス
テ
ム
の

設
定
値
を
変
更
す
る
だ
け
で
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
を
用
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
が
か
り

な
変
更
が
必
要
な
場
合
に
備
え
、
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
追
加
し
や
す
い
設
計
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
新
日
銀
ネ
ッ
ト
で
は
、
金
融
取
引
で
利

用
さ
れ
る
通
信
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
電
文
）
に
関
す
る
国

際
規
格
で
あ
る
「
I
S
O
2
0
0
2
2
」
を
採
用
し

た
り
、
稼
動
時
間
の
大
幅
な
拡
大
を
可
能
と
す
る
シ

▽第１段階対象業務

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度

▽第２段階対象業務

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度

日本銀行
の開発 開発／テスト

開発スケジュール（2013年4月時点）

マスタース
ケジュール

日本銀行
の開発

マスタース
ケジュール

候補日：2014年1月6日	
（予備日：同年2月3日）	

稼動開始	 

稼動開始	 

目途：	
2015年秋～2016年初	

第１段階対象業務	  
（国債売買関係事務、金融調節等入札連絡事務、一部の国債発行関係事務）	

第２段階対象業務
（第１段階対象業務以外の業務）	

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度

第１段階対象業務
（国債売買関係事務、金融調節等入札連絡事務、一部の国債発行関係事務）	

2012年度2011年度2010年度2009年度

第２段階対象業務
（第１段階対象業務以外の業務）	
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現
場
の
高
い
士
気
と
万
全
の
工
程
管
理
で

「
最
高
の
シ
ス
テ
ム
」
を
目
指
す

　

新
日
銀
ネ
ッ
ト
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ

る
日
銀
職
員
と
常
駐
す
る
外
部
委
託
の
技
術
者
だ
け

で
も
数
百
人
に
上
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
間
接
的
に

関
与
す
る
関
係
部
署
や
、
外
部
の
方
も
含
め
る
と
、

非
常
に
多
く
の
方
が
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け

大
規
模
な
開
発
に
な
る
と
、
そ
の
管
理
も
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
日
銀
で
は
シ
ス
テ
ム
情
報
局
内
に
設

置
し
た
管
理
専
門
チ
ー
ム
が
、
多
く
の
開
発
チ
ー
ム

を
統
括
し
て
い
ま
す
。
開
発
チ
ー
ム
同
士
の
連
携
の

た
め
に
横
断
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
な
の
で
す
。

　

シ
ス
テ
ム
情
報
局
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
行
っ
て
い
た
福
田
格い

た
るさ

ん
（
現
・
金
融
市
場
局

市
場
企
画
課
企
画
役
）
は
「
シ
ス
テ
ム
開
発
も
、
突

き
詰
め
れ
ば
『
人
』
の
作
業
の
積
み
重
ね
で
す
」
と

話
し
ま
す
。

　
「
一
人
ひ
と
り
が
工
夫
や
知
恵
を
発
揮
で
き
る
か
、

し
っ
か
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
一

つ
ひ
と
つ
の
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ

れ
が
全
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
功
へ
の
カ
ギ
に
な
り

ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
作
業
が
シ
ス
テ
ム
開
発
の
品

質
、
コ
ス
ト
、
納
期
に
与
え
る
影
響
を
確
認
で
き
る

仕
組
み
を
つ
く
り
、
そ
の
な
か
で
各
自
が
役
割
を
果

た
す
。
そ
し
て
、
問
題
が
起
き
た
ら
開
発
チ
ー
ム
で

共
有
し
、『
何
故
』
と
い
う
問
い
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
根
本
原
因
に
対
す
る
解
決
を
図
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
新
日
銀
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
チ
ー

し
な
が
ら
、
業
務
に
本
当
に
必
要
な

機
能
は
何
か
を
見
極
め
、
シ
ス
テ
ム

で
ど
う
実
現
す
る
か
を
考
え
ま
す
。

業
務
と
シ
ス
テ
ム
の
両
面
の
知
識
、

Ｓ
Ｅ
と
し
て
の
総
合
力
が
問
わ
れ

ま
す
。

　

次
に
そ
れ
を
外
部
委
託
の
技
術

者
と
二
人
三
脚
で
設
計
書
に
落
と

し
込
み
ま
す
。
設
計
書
を
一
枚
一
枚
作
成
し
、
検
証

す
る
の
は
膨
大
な
手
間
が
か
か
る
地
道
な
作
業
で

す
。
限
り
あ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
、
そ
の
地
道

な
作
業
を
い
か
に
厳
密
に
、
効
率
的
に
積
み
重
ね
て

い
く
か
。
そ
れ
で
シ
ス
テ
ム
の
品
質
が
決
ま
っ
て
く

る
と
信
じ
て
や
っ
て
い
ま
す
。
設
計
書
に
基
づ
く
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
作
業
は
外
部
委
託
の
技
術
者
に
依

頼
し
、進
捗
状
況
や
問
題
点
の
有
無
を
管
理
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
出
来
上
が
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
う
ま
く

動
作
す
る
か
ど
う
か
を
利
用
者
も
巻
き
込
ん
で
テ
ス

ト
で
検
証
し
ま
す
。『
想
定
外
』を
作
ら
な
い
よ
う
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
効
果
的
な
シ
ナ
リ
オ
、
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討
し
て
テ
ス
ト
を
企
画
し
ま
す
。

過
去
の
経
験
を
総
動
員
し
、
こ
れ
で
い
い
の
か
と
自

問
自
答
し
な
が
ら
の
作
業
で
す
」

　

新
日
銀
ネ
ッ
ト
の
第
一
段
階
の
稼
動
開
始
予
定
は

一
四
年
一
月
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ
る
面
々
の

苦
し
い
け
れ
ど
も
充
実
し
た
日
々
は
ま
だ
ま
だ
続
き

ま
す
。
そ
の
日
々
が
報
わ
れ
た
と
き
、
日
本
の
決
済

シ
ス
テ
ム
の
歴
史
に
輝
か
し
い
一
歩
が
記
さ
れ
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ム
の
各
メ
ン
バ
ー
が
自
律
的
に
動
き
、
開
発
の
現
場

か
ら
提
言
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
く
る
雰
囲
気
が
で

き
て
い
ま
す
」

　

新
日
銀
ネ
ッ
ト
の
開
発
で
は
、
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
適
し
た
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
型
」
と
呼

ば
れ
る
開
発
工
程
モ
デ
ル
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

水
の
流
れ
が
後
戻
り
し
な
い
よ
う
に
、
開
発
の
各
工

程
（
要
件
定
義
→
設
計
→
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
→
動
作

テ
ス
ト
→
稼
動
）
を
段
階
的
に
進
め
て
い
く
や
り
方

で
す
。
こ
の
方
法
に
沿
っ
て
、
各
工
程
で
は
、
た
と

え
小
さ
な
問
題
で
あ
っ
て
も
、立
ち
止
ま
っ
て
、し
っ

か
り
共
有
・
解
消
す
る
こ
と
を
通
じ
、
品
質
の
高
い

シ
ス
テ
ム
構
築
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
シ
ス
テ
ム
開
発
に
た
ず
さ
わ
る
人
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
開
発
チ
ー
ム
の
シ
ス

テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
Ｓ
Ｅ
）
と
し
て
、
国
債
関
係
の

業
務
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
を
担
当
す
る
糸
川

通
代
さ
ん
（
シ
ス
テ
ム
情
報
局
業
務
シ
ス
テ
ム
開
発

課
企
画
役
補
佐
）
に
聞
き
ま
し
た
。

　
「
新
日
銀
ネ
ッ
ト
の
開
発
は
、
私
た
ち
日
本
銀
行
の

Ｓ
Ｅ
に
と
っ
て
は
生
涯
一
度
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
責
任
重
大
で
負
荷
も
重
い
の
で
す
が
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
で
す
」

　

糸
川
さ
ん
は
具
体
的
な
Ｓ
Ｅ
の
仕
事
に
つ
い
て
こ

う
語
り
ま
す
。

　
「
日
銀
の
Ｓ
Ｅ
は
、
分
か
り
や
す
く
言
う
と
、
新

日
銀
ネ
ッ
ト
と
い
う
大
き
な
建
物
を
設
計
す
る
建
築

士
の
よ
う
な
役
割
で
す
。

　

は
じ
め
に
、
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
部
署
と
相
談

打ち合わせ風景




